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情報通信審議会議事規則の一部改正について 

 
 
１ 目的 

携帯電話に代表されるように、電波を使ったシステムやサービスは国民生活や経済活動
に深く浸透しており、電波は非常に重要な役割を果たしてきている。他方、電波は有限の
資源であり、電波の活用の進展に伴い電波資源はひっ迫するため、電波利用の拡大に伴い、
電波の利用状況やニーズ、電波に関する最新の技術トレンドを踏まえ、周波数の割当てや
周波数の移行・再編・共用を適正かつ効率的に実施するなど、電波の公平かつ能率的な利
用を確保することがますます重大となる。 

そのため、社会環境の変化に迅速かつ柔軟に対応し、電波の公平かつ能率的な利用を実
現するため、国が取り組むべき電波の有効利用の推進の在り方について包括的に検討す
る必要があることから、令和７年２月に 「社会環境の変化に対応した電波有効利用の推進
の在り方」について情報通信審議会に諮問し、情報通信技術分科会の下に設置された電波
有効利用委員会において検討が進められることとなった。委員会の検討過程においては、
電波に関する専門的・技術的な検討課題が多数生じたことから、委員会の下に作業班を設
置し細部の検討を進め、これまでに３件の一部答申がとりまとめられた。 
※「電波の利用環境の在り方」について一部答申（令和７年９月）、「周波数割当の在り方」（価

額競争の実施方法）について一部答申（令和７年 12 月）、「無線局の免許制度等の在り方」
（無線設備の認証制度の在り方）について一部答申（令和８年５月） 

電波の利用状況やニーズはますます増大し、技術進展が進むことが予想される中、今後
も専門的・技術的な検討を多数並行的に行う必要が生じることから、電波有効利用の推進
の在り方に関する検討課題のうち特に専門的・技術的な事項については、情報通信技術分
科会の専決事項に加えることとする。情報通信技術分科会の専決事項とすることで、適時
適切な検討を行い、機動的な対応を図っていくことが期待される。 

 
２ 概要 

「社会環境の変化に対応した電波有効利用の推進の在り方」（令和７年２月３日付け諮
問第 30 号）のうち専門的・技術的な検討事項については、電波の利用技術について有効
利用を図るための政策に関する事項のうち専門的・技術的な事項として情報通信技術分科
会の専決事項とする。 

 
３ 内容 

情報通信審議会議事規則第 10 条第 2 項情報通信技術分科会の専決事項の一部改正

資料 57－２ 
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︵
平
成
十
三
年
一
月
十
七
日
情
報
通
信
審
議
会
決
定
第
一
号
︶
の
一
部
改
正
︵
案
︶
新
旧
対
照
条
文 

 

○
情
報
通
信
審
議
会
議
事
規
則
︵
平
成
十
三
年
一
月
十
七
日
情
報
通
信
審
議
会
決
定
第
一
号
︶ 

︵
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
︶ 

  
 

３
～
７ 

︵
略
︶ 

三 

電
波
の
利
用
技
術
に
つ
い
て
有
効
利
用
を
図
る
た
め
の
政
策
に
関
す
る
事
項

の
う
ち
専
門
的
・
技
術
的
な
事
項 

二 

無
線
設
備
及
び
有
線
電
気
通
信
設
備
の
技
術
的
な
条
件
に
関
す
る
事
項 

一 

Ｉ
Ｔ
Ｕ―

Ｒ
︑
Ｉ
Ｔ
Ｕ―

Ｔ
︑
Ｉ
Ｍ
Ｏ
︑
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
及
び
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｒ
へ
の

対
処
に
関
す
る
事
項 

２ 

情
報
通
信
審
議
会
令
︵
以
下
﹁
審
議
会
令
﹂
と
い
う
︒︶
第
五
条
第
七
項
の
規
定

に
よ
り
︑
分
科
会
の
議
決
を
も
っ
て
審
議
会
の
議
決
と
す
る
事
項
は
︑
次
の
と
お

り
と
す
る
︒ 

︵
分
科
会
︶ 

第
十
条 

︵
略
︶ 

改 

正 

案 

３
～
７ 

︵
同
上
︶ 

︵
新
設
︶ 

 
 

 
 

 

二 

︵
同
上
︶ 

一 

︵
同
上
︶ 

２ 

︵
同
上
︶ 

︵
分
科
会
︶ 

第
十
条 

︵
同
上
︶ 

現 
 

 

行 
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電波有効利用の推進の在り方に関する今後の検討課題について 

 
電波有効利用の推進の在り方に関する検討課題については、これまでに専門的・技術的

な事項に関する３件の一部答申がとりまとまり、また、包括的な検討結果として第一次中
間答申（案）がとりまとまったところである。今後は、例えば携帯電話等周波数の有効利
用に関する事項や電波利用料制度の見直し等、時代に即した対応が必要となる事項につい
て、引き続き検討を行う必要がある。 

１ 電波有効利用の推進に関する基本的方向性に関する検討 

これまでの議論の蓄積も踏まえつつ、電波の利用状況やニーズ、電波に関する最新の
技術トレンドを勘案して、中長期的な方向性を引き続き検討する必要がある。 

２ 周波数割当の在り方に関する検討 

共用技術の進展等を踏まえた新たな周波数割当の手法など、これからの社会における
電波利用ニーズに的確に対応した周波数割当方策の在り方について引き続き検討する必
要がある。 

このうち携帯電話等周波数の有効利用の在り方に関する専門的・技術的な検討事項に
ついては、作業班において細部の検討を進める必要がある。 

３ 無線局の免許制度等の在り方に関する検討 

無線技術の進展等を踏まえ、混信が生じないような仕組みを担保しつつ、簡素で柔軟
かつ迅速な免許制度、無線従事者資格制度、技術基準適合証明制度の在り方について引
き続き検討する必要がある。 

このうち無線設備の認証に関する専門的・技術的な検討事項については、作業班にお
いて細部の検討を進める必要がある。 

４ 無線を利用したビジネス促進の在り方に関する検討 

ワイヤレスインフラの効果的・効率的な整備や、高い周波数帯を含めた産業利用の促
進など、無線を利用したビジネスの社会展開を円滑に進めるための方策の在り方につい
て引き続き検討する必要がある。 

５ 電波の利用環境の在り方に関する検討 

電波の利用状況の変化などを踏まえ、意図せず発射される混信などの増加に対応する
ための電波監視の在り方や、人体に対する電波の安全性に関する研究の方向性など、無
線システムが安心して利用できる環境を確保するための方策の在り方について引き続き
検討する必要がある。 

６ その他必要と考えられる事項に関する検討 

電波の公平かつ能率的な利用を確保するために必要な共益費用に係る電波利用料制度
の在り方等について引き続き検討する必要がある。 

（別添） 
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○
情
報
通
信
審
議
会
議
事
規
則 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
十
三
年
一
月
十
七
日 

情
報
通
信
審
議
会
決
定
第
一
号 

平
成
十
三
年
三
月
二
十
八
日 

情
報
通
信
審
議
会
決
定
第
四
号 

平

成

十

四

年

八

月

七

日 

情
報
通
信
審
議
会
決
定
第
七
号 

平
成
十
六
年
一
月
二
十
八
日 

 
情
報
通
信
審
議
会
決
定
第
八
号 

平

成

十

八

年

八

月

一

日 
 

情
報
通
信
審
議
会
決
定
第
九
号 

平
成
二
十
年
六
月
二
十
七
日 

 

情
報
通
信
審
議
会
決
定
第
十
号 

平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
六
日 

 

情
報
通
信
審
議
会
決
定
第
十
一
号 

平
成
二
十
三
年
二
月
十
日 

 

情
報
通
信
審
議
会
決
定
第
十
二
号 

平
成
二
十
五
年
一
月
十
八
日 

 

情
報
通
信
審
議
会
決
定
第
十
三
号 

令

和

七

年

九

月

十

一

日 

情
報
通
信
審
議
会
決
定
第
十
八
号 

 

令

和

八

年

七

月

※

日 

情
報
通
信
審
議
会
決
定
第
※
号 

 

（
目
的
） 

第
一
条 

情
報
通
信
審
議
会
（
以
下
「
審
議
会
」
と
い
う
。
）
の
議
事
の
手
続

そ
の
他
審
議
会
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
。 

（
会
議
の
招
集
） 

第
二
条 

審
議
会
の
会
議
（
以
下
「
会
議
」
と
い
う
。
）
は
、
会
長
が
招
集
す

る
。 

２ 

会
長
は
、
会
議
を
招
集
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
委
員
（
議
事
に
関
係

の
あ
る
臨
時
委
員
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
対
し
あ
ら
か
じ
め
議
題
、
日

時
及
び
場
所
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

会
長
は
、
特
に
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
委
員
に
対
し

文
書
に
よ
る
審
議
を
行
う
こ
と
を
通
知
し
、
会
議
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

な
お
、
こ
の
会
議
を
行
っ
た
場
合
は
、
会
長
が
召
集
す
る
次
の
会
議
に

報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
議
長
） 

第
三
条 

会
長
は
、
総
会
の
議
長
と
な
り
、
議
事
を
整
理
す
る
。 

（
諮
問
及
び
答
申
等
） 

第
四
条 

審
議
会
に
対
す
る
諮
問
は
、
総
務
大
臣
は
文
書
を
も
っ
て
行
い
、

か
つ
、
効
率
的
な
審
議
が
行
え
る
よ
う
に
必
要
な
資
料
を
添
付
す
る
も
の

と
す
る
。 

２ 
審
議
会
の
答
申
又
は
意
見
は
文
書
を
も
っ
て
行
う
。 

３ 

会
長
は
、
委
員
の
中
か
ら
起
草
委
員
を
命
じ
、
答
申
又
は
意
見
の
案
の

改
正 

（参考）改正後 
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起
草
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

答
申
書
は
、
委
員
の
間
に
お
い
て
見
解
の
分
か
れ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、

複
数
の
意
見
を
並
記
す
る
な
ど
、
審
議
の
結
果
と
し
て
委
員
の
多
様
な
意
見

が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。 

（
意
見
の
聴
取
） 

第
五
条 

審
議
会
は
、
そ
の
調
査
審
議
に
当
た
り
、
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、

当
該
調
査
審
議
事
項
と
関
連
す
る
利
害
関
係
者
そ
の
他
の
参
考
人
か
ら
公

聴
会
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

前
項
に
よ
る
ほ
か
、
国
民
生
活
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
事
項
を
調
査
審

議
す
る
に
当
た
り
、
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
広
く
国
民
か
ら
意
見
を
募
集

す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

審
議
会
は
、
前
二
項
の
意
見
の
聴
取
又
は
募
集
に
係
る
事
項
の
調
査
審
議

に
当
た
り
、
聴
取
又
は
募
集
し
た
意
見
を
参
考
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

第
一
項
及
び
第
二
項
に
よ
り
聴
取
又
は
募
集
し
た
意
見
は
、
こ
れ
を
整
理

し
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
職
員
の
出
席
） 

第
六
条 

会
長
は
、
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
の
職
員
の
会
議
へ
の
出
席

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
議
事
録
） 

第
七
条 

審
議
会
は
、
開
催
し
た
会
議
に
つ
い
て
議
事
録
を
作
成
し
、
次
の
事

項
を
記
載
す
る
。 

一 

開
催
の
日
時
（
開
会
及
び
閉
会
の
時
刻
を
含
む
。
）
及
び
場
所 

二 

出
席
し
た
委
員
、
臨
時
委
員
及
び
専
門
委
員
の
氏
名 

三 

出
席
し
た
利
害
関
係
者
及
び
そ
の
他
の
参
考
人
の
氏
名 

四 

出
席
し
た
関
係
職
員
の
所
属
及
び
氏
名 

五 

議
題 

六 

調
査
審
議
の
内
容 

七 

議
決
事
項 

八 

そ
の
他
必
要
な
事
項 

２ 

議
事
録
は
、
前
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
の
委
員
等
の
確
認
を
得
て
作
成

し
、
会
長
の
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。 

（
議
事
録
等
の
保
存
） 

第
八
条 

会
議
に
配
付
さ
れ
た
資
料
及
び
議
事
録
（
以
下
「
議
事
録
等
」
と

い
う
。
）
は
、
審
議
会
の
事
務
局
に
お
い
て
保
存
す
る
。 

（
会
議
の
公
開
） 

第
九
条 

会
議
は
、
公
開
す
る
。
た
だ
し
、
会
議
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り

当
事
者
又
は
第
三
者
の
権
利
、
利
益
や
公
共
の
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
場
合
そ
の
他
の
会
長
が
非
公
開
と
す
る
こ
と
を
必
要
と
認
め
た
場
合

に
あ
っ
て
は
非
公
開
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

議
事
録
等
は
、
審
議
会
の
事
務
局
に
お
い
て
閲
覧
そ
の
他
の
方
法
に
よ

り
公
開
す
る
。
た
だ
し
、
議
事
録
等
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
当
事
者
又

は
第
三
者
の
権
利
、
利
益
や
公
共
の
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

そ
の
他
の
会
長
が
非
公
開
と
す
る
こ
と
を
必
要
と
認
め
た
場
合
、
そ
の
全

部
又
は
一
部
を
非
公
開
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
会
議
を
非
公
開
と
す
る
場
合
又
は
前

項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
議
事
録
等
を
非
公
開
と
す
る
場
合
は
、
そ
の

理
由
を
公
表
す
る
。 

４ 

議
事
録
が
公
開
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
審
議
会
の
事
務
局
は
、
議
事
概
要

を
速
や
か
に
作
成
し
、
会
長
の
承
認
を
得
て
公
開
す
る
。 

（
分
科
会
） 

第
十
条 
情
報
通
信
技
術
分
科
会
（
以
下
「
分
科
会
」
と
い
う
。
）
の
議
事
の

手
続
そ
の
他
分
科
会
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
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定
を
準
用
す
る
。 

２ 

情
報
通
信
審
議
会
令
（
以
下
「
審
議
会
令
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
七
項

の
規
定
に
よ
り
、
分
科
会
の
議
決
を
も
っ
て
審
議
会
の
議
決
と
す
る
事
項
は
、

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

Ｉ
Ｔ
Ｕ―
Ｒ
、
Ｉ
Ｔ
Ｕ―

Ｔ
、
Ｉ
Ｍ
Ｏ
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
及
び
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｒ

へ
の
対
処
に
関
す
る
事
項 

二 

無
線
設
備
及
び
有
線
電
気
通
信
設
備
の
技
術
的
な
条
件
に
関
す
る
事

項 

三 

電
波
の
利
用
技
術
に
つ
い
て
有
効
利
用
を
図
る
た
め
の
政
策
に
関
す

る
事
項
の
う
ち
専
門
的
・
技
術
的
な
事
項 

３ 

会
長
は
、
前
項
に
定
め
る
事
項
に
関
し
て
諮
問
を
受
け
た
場
合
に
は
、
分

科
会
に
付
託
す
る
も
の
と
す
る
。 

４ 

会
長
は
、
分
科
会
の
所
掌
事
務
（
第
二
項
に
定
め
る
事
項
を
除
く
。
）
に

関
し
て
諮
問
を
受
け
た
場
合
で
あ
っ
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

分
科
会
に
付
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

５ 

分
科
会
へ
の
付
託
に
つ
い
て
疑
義
の
あ
る
と
き
は
、
会
長
及
び
分
科
会
長

が
協
議
す
る
。 

６ 

分
科
会
の
議
事
に
つ
い
て
は
、
次
の
審
議
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

７ 

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
議
事
の
手
続
そ
の
他
分
科
会
の
運
営

に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
分
科
会
長
が
分
科
会
に
諮
っ
て
定
め
る
。 

（
部
会
） 

第
十
一
条 

審
議
会
に
、
次
の
部
会
を
置
く
。 

一 

情
報
通
信
政
策
部
会 

二 

電
気
通
信
事
業
政
策
部
会 

三 

郵
政
政
策
部
会 

２ 

分
科
会
に
、
Ｉ
Ｔ
Ｕ
部
会
を
置
く
。 

３ 

審
議
会
又
は
分
科
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
特
別
の
事
項
を
調
査

審
議
さ
せ
る
た
め
部
会
（
以
下
「
特
別
部
会
」
と
い
う
。
）
を
置
く
こ
と
が

で
き
る
。 

４ 

部
会
の
議
事
の
手
続
そ
の
他
部
会
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
か
ら

第
九
条
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

５ 

第
一
項
の
部
会
の
委
員
等
、
所
掌
、
専
決
事
項
（
審
議
会
令
第
六
条
第

六
項
の
規
定
に
よ
り
、
部
会
の
議
決
を
も
っ
て
審
議
会
の
議
決
と
す
る
事

項
を
い
う
。
）
及
び
委
員
会
（
以
下
「
所
掌
等
」
と
い
う
。
）
は
、
別
記
一

か
ら
別
記
三
の
と
お
り
と
す
る
。 

６ 

第
二
項
の
部
会
の
所
掌
等
は
、
分
科
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

７ 

第
三
項
の
特
別
部
会
の
所
掌
等
は
、
そ
の
設
置
の
と
き
に
審
議
会
又
は

分
科
会
に
お
い
て
定
め
る
。 

８ 

会
長
（
分
科
会
に
置
か
れ
る
部
会
に
あ
っ
て
は
分
科
会
長
。
次
項
に
お

い
て
同
じ
。
）
は
、
専
決
事
項
に
関
し
て
諮
問
を
受
け
た
場
合
に
は
、
当
該

部
会
に
付
託
す
る
も
の
と
す
る
。 

９ 

会
長
は
、
部
会
の
所
掌
に
関
し
て
諮
問
を
受
け
た
場
合
で
あ
っ
て
、
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
部
会
に
付
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

10 

部
会
へ
の
付
託
に
つ
い
て
疑
義
の
あ
る
と
き
は
、
会
長
又
は
分
科
会
長

及
び
関
係
部
会
長
が
協
議
す
る
。 

11 

部
会
の
議
事
に
つ
い
て
は
、
次
の
付
託
に
係
る
審
議
会
又
は
分
科
会
に

報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

12 
こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
議
事
の
手
続
そ
の
他
部
会
の
運
営

に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
部
会
長
が
部
会
に
諮
っ
て
定
め
る
。 
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附 

則 
 
 

平
成
十
三
年
一
月
十
七
日

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

情
報
通
信
審
議
会
決
定
第
一
号 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
三
年
一
月
十
七
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  
 

附 

則 
 
 

平
成
十
三
年
三
月
二
十
八
日 

情
報
通
信
審
議
会
決
定
第
四
号 

こ
の
決
定
は
、
平
成
十
三
年
四
月
二
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  
 

附 

則 
 
 

平

成

十

四

年

八

月

七

日 

情
報
通
信
審
議
会
決
定
第
七
号 

こ
の
決
定
は
、
平
成
十
四
年
八
月
七
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  
 

附 

則 
 
 

平
成
十
六
年
一
月
二
十
八
日 

情
報
通
信
審
議
会
決
定
第
八
号 

こ
の
決
定
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  
 

附 

則 
 
 

平

成

十

八

年

八

月

一

日 

情
報
通
信
審
議
会
決
定
第
九
号 

こ
の
決
定
は
、
平
成
十
八
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  
 

附 

則 
 
 

平
成
二
十
年
六
月
二
十
七
日 

情
報
通
信
審
議
会
決
定
第
十
号 

 

こ
の
決
定
は
、
平
成
二
十
年
七
月
四
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

附 

則 
 
 

平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
六
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

情
報
通
信
審
議
会
決
定
第
十
一
号 

 

１ 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
六
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

情
報
通
信
技
術
分
科
会
の
専
決
事
項
（
平
成
十
三
年
一
月
十
七
日
情

報
通
信
審
議
会
決
定
第
二
号
）
は
、
廃
止
す
る
。 

  
 

附 

則 
 
 

平
成
二
十
三
年
二
月
十
日 

情
報
通
信
審
議
会
決
定
第
十
二
号 

 

こ
の
決
定
は
、
平
成
二
十
三
年
二
月
十
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

附 

則 
 
 

平
成
二
十
五
年
一
月
十
八
日 

情
報
通
信
審
議
会
決
定
第
十
三
号 

 

こ
の
決
定
は
、
平
成
二
十
五
年
一
月
十
八
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

附 

則 
 
 

令
和
七
年
九
月
十
一
日 

情
報
通
信
審
議
会
決
定
第
十
八
号 

 
こ
の
決
定
は
、
令
和
七
年
九
月
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 
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附 

則 
 
 

令
和
八
年
七
月
※
日 

情
報
通
信
審
議
会
決
定
第
※
号 

 

こ
の
決
定
は
、
令
和
八
年
七
月
※
日
か
ら
施
行
す
る
。 
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情
報
通
信
政
策
部
会
の
所
掌
等
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

１ 

委
員
等 

会
長
の
指
名
す
る
委
員
、
臨
時
委
員
及
び
専
門
委
員 

２ 

所 

掌 

一 

審
議
会
の
所
掌
す
る
事
項
の
う
ち
、
基
本
的
か
つ
総
合
的
な

政
策
に
関
す
る
調
査
審
議
（
他
部
会
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を

除
く
。
） 

二 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
今
後
の
発
展
方
策
に
関
す
る
こ
と 

３ 

委
員
会 

一 

部
会
長
は
、
部
会
の
審
議
す
べ
き
事
項
を
分
割
し
て
調
査
す

る
た
め
、
主
査
を
長
と
す
る
委
員
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る 

二 

委
員
会
の
構
成
、
議
事
の
手
続
、
そ
の
他
そ
の
運
営
に
関
し

必
要
な
事
項
は
、
部
会
長
が
定
め
る
。 

      

 
 

別

記

一 
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電
気
通
信
事
業
政
策
部
会
の
所
掌
等
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

１ 

委
員
等 

 

会
長
の
指
名
す
る
委
員
、
臨
時
委
員
及
び
専
門
委
員 

２ 

所 

掌 

 

審
議
会
の
所
掌
す
る
事
項
の
う
ち
、
電
気
通
信
事
業
及
び
有
線
放
送
電
話

業
務
の
政
策
に
関
す
る
調
査
審
議 

３ 

専
決
事
項 

 

次
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
当
部
会
の
決
議
を
も
っ
て
審
議
会
の
決
議
と
す

る
。 

一 

接
続
に
係
る
制
度
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
諮
問
事
項 

二 

認
定
電
気
通
信
事
業
者
に
よ
る
公
益
事
業
者
の
電
柱
・
管
路
等
の
使
用

に
関
す
る
事
項 

三 

電
気
通
信
番
号
に
係
る
制
度
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
諮
問
事
項 

四 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
制
度
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
諮
問

事
項 

五 

利
用
者
の
利
益
の
保
護
に
係
る
制
度
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
諮
問
事

項 

４ 

委
員
会 

一 

部
会
長
は
、
部
会
の
審
議
す
べ
き
事
項
を
分
割
し
て
調
査
す
る
た
め
、

主
査
を
長
と
す
る
委
員
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。 

二 

委
員
会
の
構
成
、
議
事
の
手
続
、
そ
の
他
そ
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事

項
は
、
部
会
長
が
定
め
る
。 

 

 

別

記

二 
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郵
政
政
策
部
会
の
所
掌
等
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

１ 

委
員
等 

会
長
の
指
名
す
る
委
員
、
臨
時
委
員
及
び
専
門
委
員 

２ 

所 

掌 

 

審
議
会
の
所
掌
す
る
事
項
の
う
ち
、
郵
政
事
業
及
び
郵
便
認
証
司
に
関
す

る
調
査
審
議 

３ 

専
決
事
項 

前
項
の
調
査
審
議
に
係
る
決
議
に
つ
い
て
は
、
当
部
会
の
決
議
を
も
っ
て

審
議
会
の
決
議
と
す
る
。
た
だ
し
、
会
長
が
特
に
重
要
と
認
め
る
事
項
に
つ

い
て
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。 

４ 

委
員
会 

一 

部
会
長
は
、
部
会
の
審
議
す
べ
き
事
項
を
分
割
し
て
調
査
す
る
た
め
、

主
査
を
長
と
す
る
委
員
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。 

二 

委
員
会
の
構
成
、
議
事
の
手
続
、
そ
の
他
そ
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事

項
は
、
部
会
長
が
定
め
る
。 

    別

記

三 
 


